
　皆様は、「下水道」と聞くとどのようなイメージを思い浮かべるでしょうか。水をきれい
にする施設や、汚い・臭いというイメージを持つ方も多いかもしれません。
　しかし、最近は、下水汚泥の肥料利用や、処理過程で発生したガスによる発電など、
下水道という資源を活かして、循環型社会に役立てる事業が全国で増えてきました。
　下水道に求められる役割が多様化し、異分野との連携も求められる中で、県職員も
日々変化・進化していく必要があります。「ゴールが無い」という事業の幅広さが、下水
道事業の魅力・やりがいの１つだと思います。

ある１日のスケジュール

6：00 起床
7：15 出勤
7：45 登庁（拡大時差出勤）
8：00 業務開始、メールチェック
8：30 朝ミーティング
9：00 コンサルタントさんと

下水道計画に関する打合せ
11：00 下水道計画の方針について

課長と打合せ
～昼休み～

13：30 マンホールなどの異常の有無を
車両パトロール

16：00 翌日の会議に向けて資料の準備
16：45 退庁（拡大時差出勤）
17：15 帰宅
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2010 入庁　横須賀土木事務所 河川砂防課
2013 河川課　整備グループ（現 河港課）
2016 下水道課　公共下水道グループ
2020 （地方共同法人）日本下水道事業団 東日本設計センター（研修生）
2022 現職

趣味・休日の過ごし方

運動不足を解消するため、お昼休み
は、職場（下水処理場）の近くの海沿
いを走っています。晴れた日は、江ノ
島や富士山が望めて、とても気持ち
が良いです。

この仕事の魅力は？

「ゴールが無い」事業の幅広さ
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